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研究成果の概要： 
 20世紀前半における中国の食糧事情を農村経済構造との関わりから分析・考察した。その結
果、1937年以前に華中・華南の沿海地域で稲作から他の作物への転作が起こっていたことが米
の生産量の減少と米に対する需要の増大と米不足をもたらしていたこと、また、農村に地域間
分業と連鎖的な食糧消費構造が形成されていたこと、そして、日本軍が対中国侵略戦争によっ
て中国の食糧体系を生産面と流通面から二重に破壊し、米・小麦の収奪を当初の期待どおりに
は実現できなかったことを明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度   1,000,000             0     1,000,000 
2006年度     600,000    0       600,000 
2007年度     500,000       150,000       650,000 
2008年度     500,000       150,000       650,000 
 年度     

総 計   2,600,000       300,000     2,900,000 
 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経済学・経済史 
キーワード：中国、食糧事情、農村、華北、華中、経済構造、中華民国期 
 
１．研究開始当初の背景 
 農業国として認識されることの多かった
中国は、近代においてもしばしば食糧不足に
悩まされていたが、従来の研究では自然災害
の発生という偶発的な出来事に原因が求め
られ、社会経済的な背景は必ずしも十分には
明らかにされてこなかった。 
また、レスター・Ｒ・ブラウン『だれが中

国を養うのか？－迫りくる食糧危機の時代
－』（ダイヤモンド社、1995 年）が刊行され
てから、中国の食糧問題に対する関心は高ま
ってはいたが、関心の中心は数量的分析にと

どまっており（たとえば、今村奈良臣監修・
菅沼圭輔訳『中国食糧需給の分析と予測』（農
山漁村文化協会、1991 年）、原著は中国農業
科学院著・劉志澄編『中国食糧之研究』があ
る）、これを農村経済との関わりから歴史的
に遡って根本的かつ構造的に考察した研究
はほとんどなかった。 
さらに、日本軍占領下中国の日本による食
糧収奪については、浅田喬二「日本帝国主義
による中国農業資源の収奪過程（1937～1941
年）」（駒沢大学経済学部『研究紀要』第 36
号、1978 年３月）を初めとして、日本植民地
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史研究の視角から相当深く分析が進められ
てかなりの研究蓄積があるが、中国の食糧事
情（食糧の生産・流通・消費にかかわる総合
的状況）と農村経済構造の特質はほとんど明
らかにされていなかった。 
このような状況をふまえて、本研究では中
華民国期（1912～49 年）中国における食糧事
情と農村経済の構造的な関わりを探ろうと
した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、20世紀前半における中国
の食糧事情（食糧作物の生産・流通・消費の
状況）を農村経済構造との関係から明らかに
することにあった。 
 中国では、食糧のうち、いわゆる主食とな
る穀物については、その生産及び消費の両面
にわたって中部（華中）・南部（華南）と北
部（華北）とで大きな差異が見られる。すな
わち、華北では小麦作・麺食だったのに対し
て、華中・華南では稲作・米食だった。ただ
し、近代中国における食料事情の複雑さは、
民衆とりわけ中下層民の食糧事情に現れて
いた。極めて単純化して言えば、華北では小
麦粉は高級の食糧とされていたために雑穀
の粟や高粱あるいは芋類を食するのが一般
的であり、また、華中では高く売れるジャポ
ニカ種米を生産・販売した農民が安価なイン
ディカ種米を購入して食するのが一般的だ
った。さらに、江蘇省の農村を見てみると、
長江以南の蘇南ではジャポニカ種米を生
産・販売してインディカ種米を購入・消費し、
長江以北の蘇北の中部地域ではインディカ
種米を生産・販売して小麦粉を購入・消費し、
蘇北の北部地域では小麦を生産・販売して雑
穀や芋類を購入・消費していた。 
 よって、中部（華中）・南部（華南）と北
部（華北）とを比較するだけではなく、一つ
の省の中でも食糧作物の生産・消費が多層構
造になっており、それが農村経済構造といか
なる関連性を持っていたのか、さらに、日中
戦争によっていかなる変化が生じたのかを
明らかにすること（平時と戦時の比較）にあ
った。 
 
３．研究の方法 
 本研究の手法は、国内外において収集した
文献資料を用いた実証分析を主とするもの
で、可能な限り広範な関連資料を収集するこ
とを試みた。とりわけ、日中戦争時期に日本
によって実施された占領下中国食糧に関す
る調査報告などを網羅的に利用した。 
また、当該研究期間の途中から中国農村に

おいて中国の大学や地方政府の協力を得て
聞き取り調査も試行的に実施した。 
(１)資料収集 
 国内で資料収集を行った主な機関は、東京

大学東洋文化研究所・経済学部図書室・農学
生命科学図書館（旧農学部図書館）・社会科
学研究所図書室、一橋大学経済研究所図書
室・付属図書館、早稲田大学中央図書館、農
林水産省農林水産政策研究所図書室、東洋文
庫である。とりわけ、一橋大学図書館が所蔵
している大量の軍配資料（複写不可）は極め
て貴重なものである。また、農林水産省農林
水産政策研究所が所蔵している支那事務局
農林課『食糧対策ニ関スル綴』（1939～45年）
も極めて貴重な資料であるが、近現代中国史
研究者によって本格的には利用されていな
い。 
 一方、中国で資料収集を行った主な機関は、
中国社会科学院経済研究所資料室・近代史研
究所資料室（北京）、国家図書館・分館（北
京）、中国農業大学図書館（北京）、上海図書
館、上海市档案館、中国第二歴史档案館（南
京）、山西大学中国社会史研究センター図書
室などである。とりわけ、中国農業大学図書
館には日本国内でも所蔵を確認することが
できない日本語調査資料（日中戦争中に日本
側が中国で行った調査の報告書類など）を多
数所蔵している（複写不可）。 
(２)農村聞き取り調査 
①2006 年 12 月と 2007 年８月、山西師範大学
歴史与旅遊文化学院の協力を得て山西省
臨汾市高河店村で現幹部・老幹部・老人に
聞き取り調査を実施した。高河店村は、
1939 年に満鉄によって調査が行われた村
である。 
②2007 年 12 月、山西大学中国社会史研究セ
ンターの協力を得て山西省太原市・霍州市
の農村で現幹部・老幹部・老人に聞き取り
調査を実施した。太原市近郊農村のうち、
黄陵村は 1940 年に華北交通株式会社によ
って調査が行われた村であり、赤橋村・剪
子湾村は山西大学中国社会史センターが
すでに調査を行っており、小店村は中国側
によって調査が行われて『小店村志』（1999
年）が刊行されている。一方、霍州市の四
社五村は都市部から離れた遠隔地農村で
あり、すでに中国とフランスの合同調査が
行われた村である。 

③2008 年３月、南京大学中華民国史研究セン
ター・上海師範大学人文与伝播学院・無錫
市政府政治協商委員会の協力を得て江蘇
省南京市・太倉市・無錫市と上海市嘉定区
の農村で現幹部・老幹部に聞き取り調査を
実施した。南京市近郊の江寧県（現江寧区）
は中華民国時期に南京国民政府によって
実験県に指定された地域で、湯山はその中
心地だった。無錫市近郊の栄巷、太倉市の
泰西村、上海市嘉定区石崗村は 1939～41
年に満鉄上海事務所によって調査が行わ
れた村である。 

④2008 年９月、南京大学中華民国史研究セン



ター・上海師範大学社会学系・無錫市政府
政治協商委員会の協力を得て江蘇省南京
市・太倉市・無錫市と上海市嘉定区の農村
で現幹部・老幹部・老人に聞き取り調査を
実施した。無錫市の馬鞍村（現闔閭村）は
遠隔地農村で、すでに中国側によって調査
が行われた村である（呉文勉・武力『馬鞍
村的百年滄桑－中国村荘経済与社会変遷
研究』2006 年）。 

⑤2008 年 12 月、山西大学中国社会史研究セ
ンターの協力を得て山西省太原市・霍州
市・平遙県の農村で現幹部・老幹部・老人
に聞き取り調査を実施した。平遙県の農村
のうち、南政村は日中戦争期に日本側によ
って調査が行われた村であり、侯郭村・道
備村・西遊駕村はこれまで調査が行われた
ことのない村である。 

⑥2009 年３月、上海師範大学社会学系の協力
を得て江蘇省太倉市・無錫市と上海市嘉定
区の農村で老幹部・老人に聞き取り調査を
実施した。 
 以上のように、調査対象の農村は、日中戦
争中に日本側が調査した村、中国側あるいは
山西大学中国社会史研究センターが調査し
た村、これまで調査されていなかった村に分
けられる。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、新たな資料の発掘・整理
と文献資料を用いた研究論文の作成によっ
て公表されている。 
(１) 資料の発掘・整理 
 これまでほとんど利用されてこなかった
資料を発掘し、その所蔵の確認を含めて整理
を行った。とりわけ、中国農業大学図書館に
はこれまでほとんど利用されてこなかった
日本語の調査報告書類の資料が多数所蔵さ
れていることが判明した。たとえば、国立北
京農業学院中国農村経済研究所・華北綜合調
査研究所・華北交通株式会社などの調査報告
書などの刊行物を大量に所蔵している。 
(２) 明らかになったこと 
①近代中国でしばしば生じた食糧不足は、商
品経済が穀物をも商品として生産・販売す
るほど農村まで広範に展開し、食物消費連
鎖というべき構造が形成され、農村でも大
量の穀物が購入されており、そのバランス
がしばしば変調を来たすことに主因を求
めることができる。 

②日中戦争前の中国では、大量の食糧が市場
に出回っていたが、それは決して食糧の余
剰を反映していたのではなく、広範な農村
において商品経済が展開していたことの
反映であり、地域間分業によって成り立っ
ていた。だが、中国を占領した日本軍は中
国市場に出回っていた食糧を余剰分と見
なして収奪しようとした。一方で、日本軍

の侵略戦争が中国の食糧の生産過程と流
通過程とを二重に破壊した（食糧生産過程
を直接的に破壊して食糧生産量を減少さ
せ、その経済統制政策によって流通過程を
混乱させた）ことによって中国の食糧事情
を極度に混乱させていった。その結果、日
本は占領下中国での食糧管理体制は当初
より破綻しており、当初の期待どおりには
食糧を収奪することができなかった。 
③近代中国では、華中であれ、華北であれ、
大都市近郊の農村において穀物の栽培か
ら蔬菜や商品作物の栽培へ転換する農家
が多く見られ、それらの農民は自家消費の
ための食糧を購入していた。このような事
情が穀物の商品化を促進する原因となっ
ていた。 
④近代に山東省の特産物の１つとなった粉
条は、原料である緑豆の主要な生産地が東
北で、その主要な加工地が山東省であり、
粉条の主要な仕向地・消費地が華中・華南
の東部沿海地域と東南アジアとなってお
り、粉条をめぐる経済関係が広域化して１
つの経済構造が形成されていた。また、山
東省における粉条の主要な生産地におい
て農民は緑豆かすを主に養豚の飼料（豚の
糞も肥料となる）や肥料として農地に投入
して単位面積当たりの農産物生産量を増
大させていた。 
⑤中国の中でも最も中心的な米生産地（中国
の穀倉地帯）と見なされてきた長江中流域
の湖北省・湖南省・江西省・安徽省でさえ
も、20 世紀前半には必ずしも安定的に米を
移出することはできなかった。それは、辛
亥革命後の政情不安や軍閥割拠・内戦など
による政治的不安定に加えて、銀両の局地
的不足（金融制度の不備）や米穀に対する
種々の付加税などによる流通過程への阻
害要因が大きくかかわっていた。さらに、
天候不順による凶作も加わってしばしば
局地的に極度の食糧不足をもたらし、米価
の高騰をまねいていた。 
⑥国立北京大学農学院中国農村経済研究所
による分析視角の重点は、経済学よりも農
業技術を主とする農学にあった。また、日
本軍占領期に緊急の政治課題として求め
られていたのは、食糧不足に苦しむ中国華
北における食糧を増産するための農業技
術の向上であり、そのような要請に応える
ための調査研究だった。ただし、当該研究
所によって数多くの農村調査が実施され、
そして、数多くの調査報告書が刊行されて
おり、それらが中国農村社会経済史を理解
する上で貴重な資料となっているにもか
かわらず、これまでの研究ではそれらは本
格的に利用されることはなかった。 
⑦日本は、1918 年の米騒動以降、ジャポニカ
種米をも生産する中国の米事情に対して



強い関心を寄せ、調査・研究を行うように
なった。また、1927 年に成立した南京国民
政府も 1930 年代になると、精力的に食糧
事情・農依存経済に関する調査を実施して
いった。そして、1939 年に西日本と朝鮮で
の凶作によって深刻な米不足に陥った日
本は、再び中国の食糧事情に強い関心を持
つようになった。こうして、日本側は中国
側の食糧に関する調査報告書類を積極的
に収集して次々と邦訳すると同時に、日本
自らも網羅的に調査を実施していった。だ
が、中華民国期中国の食糧事情に関する研
究は、豊富な資料があるにもかかわらず、
全体として不十分であり、生産・流通・消
費を網羅した総合的な分析にはなってお
らず、中華民国期を貫通する分析と総括は
なされていない。 

 
(３)今後の課題 
①今後は、地域的には中国南部（華南）へ、
また、時期的には第二次国共内戦期へ分析
対象を広げていくことによって、中華民国
期（1912～49 年）中国における食糧事情の
全貌を明らかにしたい。 

②文献資料の不足を補うために、中国農村で
の聞き取り調査を山西大学中国社会史研
究センター・南京大学中華民国史研究セン
ター・南京農業大学経済管理学院・上海師
範大学人文与伝播学院・無錫市政府政治協
商委員会などの協力を得て本格的に組み
込んでいきたい。 
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